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の

ρ

を

飽
和
さ

し
て

も、

ζ
」

。

巌
臣
詫

は

沈

澱
し
な

い

と
言
つ

て

ゐ

る
。

こ

の

鹽
出

實
驗
の

不
成
功
は、

確
か

に

団

宴
く

鬘

の

實

驗
の

矛
盾
を

證
明
す

る

こ

と
は

已
に

指

摘
し

セ

通
り

だ．

私
は

序

に

潤

奏
く

旻

の

實
驗

を

繰
返
し

て

み

把
。

所
が

口

藁
≦

崗

の

實

驗
は

全
く

間

違
で
、

彼
の

方
法

を

用
ゐ
て

も、

『

篝
馨

旨
。

は

粉

の
（
2
匡
 

駈

ρ
の

飽
和

で

全

く

沈

澱
す
る

。

こ

れ

は

勿
論

調
匕
彡、−

鵠
K

自
身
の

他
の

結

果
か

ら

み
て

も、

沈

澱
す
る

の

が

當
然
で

少

し

も

怪
し
む
に

足

ら
な

い
．

寧
ろ

＝

と
二、
5、
が

こ

の

重
大
な

矛
瘠

を
見

逃
し
て

ゐ

る

の

は

分
ら
な

い
、

　
そ
れ

に

叉

前
項
に

逋
べ

だ

私
の

新
ら

し
い

方
法
は
、

輯

篝
≦・
乏

の

溶
出
法

よ
り

も

遙
か

に

優
秀
だ

。

更

に

無
水
プ

ロ

ピ

川
・
ア

川

コ

ー

ル

を
用
ゐ

て
、

私
の

方

法
を
改

良
す
る

こ

と
が

出

來
る

か

も

知

れ

な

い

と

恩
ふ

．

　
　
　
四

　
私
は

海

螢

ピ
⊆
o

畢
窶
誓

の

凝
固
す

る

濫
度

に
つ

い

て
、

撮
氏
六

」

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
，

　

十
七

度

と
し
た

こ

と
も

め
る

し
又、

攝
氏
六

十
五

度
と
し

セ

こ

と

　

も

あ
る

．

所
が

沸
騰

點

攝
氏
七

十
八

度
の

無

水
エ

チ

ル
・
ア

川

コ

ー

　

川

を
一

時
間

拂
騰

し
て

冒

螽ト
野
ぎ
¢

を

溶

出
し
だ

後、

街

幾
分
か

　

の

ピ

蓉
昼
影
曽

が

無

事
に

殘
存

し
て

ゐ

る

こ

と

を
觀
察
し
把

。

そ

　

れ

か

ら
叉

熱
湯
（

攝
氏

百
度
）

の

中
で

団
二

9h

脅
誉
Φ

を

溶
出
し
淀

後

〜

で

も、

爾
幾
分
か

の

日
類
。

羅
鬘
器

が

無
事

に

殘
存
し
て

ゐ

る

場
合

一
　

も
觀
察
し
陀

こ

と
が

あ
る

。

こ

れ

等
の

事
實
を

綜

合
し
て

み

る

と、

宀
　

「

…
藁
ガ．

鬟〕

の

凝
固

す
る

温
度
に

つ

い

て

は
、

倚
十

分
に

研

究
す

　
べ

き

點
が

あ

る

と
思
ふ

．

 一

　

そ

れ
か

ら
叉

無
水
メ

チ

ぞ
ア

戸

コ

；

ル

の

中
で
、

七

八

十
時

間

一

ご
二

（
蕊

ぎ
ご
↑

を
溶
出
し

た

後、

そ

れ
を

水
風

呂
の

上
で

蒸
發
す
る

　

と、

蒸
發

皿
の

上

部
に
一

種
の

結

晶
が

出
來

る
．

こ

の

結

晶
は

無

宏
メ

チ

ル・
・

ζ

ル
に

は

良
ぐ

溶
け

な

・

が・

水
に

縫
く

溶

　

け
る

．

し
か

し
こ

の

結

晶
は
］

」
二

象
歯
き

に

は

關
係
な

い

も
の

ら

　

し
い

。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

（

大

正
一
　一
・
一

↓
ハ

）

丸

毛

氏
の

論

交

并
に

新

種
の

天
祗

蛾

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
（
大
正

十
一

年
二

月
二

目
受
領
）

た

篤
襞
顕
諒

脳

蒙
饑
鐸

纛
塞
漁

謂

∋
＝

塁
聟

三
け

『

ご
。
覗

ε｝）
号
三

亀
コ

オ
 

芝
（

ぎ
ご

a、^
ゴ
…^

ご
v

瓢
つ

乏

了

窟
9
¢

解

ー
天

肚

蛾
科
の

論

交

を

購
讀
す
る

を

得
た

ウ
。

大
學
の

科

に

就

て

齶
韆

松

村

松

年

紀
要
論
丈

と
し

て

は

餘
b
物
足

ら
ぬ

氣
が

す

れ
ば
鼻

少
し
く

之
れ

を

批
評

す
べ

し
。

　
此

論
丈

の

題
目
は

日

本
、

朝
鮮

及
び

臺
灣
の

レ

ビ

ジ

ヨ

ン

と
云

ふ

大

な
る

題
目
で

あ
る

が

之
れ

に

は

僅

百
十
五

種

を
擧
げ
た

に

遏
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ぎ
な

い
．

其

内
に

約

七

十
六

種
程
の

標

本
が

研
究
せ

ら
れ

あ
る

糠

に

見
え
る、

又

殊
に

朝
鮮
や

臺
灣
の

種

類
が

甚
だ

少
い

の

は

遺
憾

で

あ
る

．

　

既
に

余
の

友
人

臣
農
旨
国

皿
日

聖
z

｝
（
累
08

鼬
゜
昌

甑

留
昌

Q
胆

ま

導
σq

窪閣

国
昌

8
日
90
曾
譽
『
Φ

N
彑
謎
。
げ
ヒ

聾
一

〇

ゴ

占
ゆ

）

が

天

瓧

蛾
科
の

砺
究
を

な

し

其

困

難
な
る

を

述
べ

し

如
く

此

科
の

研
究
は

少

數
の

標
本
で

　、

は

到
底

充
分
な
る

研

究
の

出
來
る

べ

き

も
の

で

な

い
。

此

論
文
は

頁

數
は

八

十

七
頁

よ
り

成

り
之

れ

に

十

八

枚
の

圖

版
を
附

し

其

内

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
一

に

二

枚
の

着
色
石

版
圖

を
添
へ

之
れ

に

六

十

種
の

蛾
を

寫
生
せ

り
．

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
…

　

叉、

之

れ

に

五

箇
の

新
屬
及
び

五

箇
の

新
種
を

認

載
し
て

居
る

。

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
｝

其
の

内

新
屬
は

左
の

如

し
。

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
｝

　
尸

　

起
§
ミ“
£

ミ
罫

ヨ
ン

慶

σ

言
つ

〔
11

毛
笶・丶脚
壽

三、
≦

三

ニ
ヨ
診

と

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
一

　
ゆ゜
　
μ ｛
黥へ
器

ミ
建

冒
〉

費
〔
1

き
葺（）
ミ丶
ミ」
§

≧
〉
己．
乙

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
｝

　
 ゜

切

≧
Q、
さ〜
ミ

巳

寒、
巽

ヨ

≧昏゚
（
尹．当、
ミ

ぎ

記
冫．H
ε

　
蔚

　
N
ζ

§
g
竇

匡

蕷．
（
月

ぐ目丶
民
こ。
ミ
箋
、

ミ．
ヌ

己自

弓

靨
筒

＝

三

　
 ゜

∪
寒
匿肺
箋

竃

辷西．
（
醇

鳶・、理
ミ
≦

ミ
§

言

乙、
ξ

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
｝

　

此

内
の

四

属
は

余
の

翫
に

動

物
學

雜
誌

（

第
三

十
二

卷
第
三

百

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
…

七

十

九．
號
）

に

て

發
表

せ

る

も

の

に

し

て

シ

ノ

ニ

ム

な

り
。

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
｝

　

叉
』

昔

§
。

ミ
ぎ

の
日

屬

は

O
§
氣

蔑

§、
§
党

慧
養
。。・
＝

窶
z

づ

〔
〉

ぎ
厂

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
｝

h

ヌ
暮
霞

σq°

や

一

〇

ρ

一

三
詠

）

の

シ

ノ

ニ

ム

な

b
．

徇

丸

毛
氏
は

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
一

肉
矯

§
8
費

　
矚
に

誉
恕

き
ミ

言（
）

。

客

　
を
も

編
入

せ

り、

余
は

p

誉
象
器
ミ

零
02

｛．

に

は
翫

に

本
誌
三

十
二

卷
に

て

≧
鎚

竜

曹
耋

緊

の

新

屬
を

設
立

し

置

き
だ

b
．

　

叉

同

氏
の

薪
種
は

左
の

如

し．

　
H
　
） 幽
唐

§
罵

ミ
＆

楓

＆）
ミ、
轟

琴
》
拶゜
（
雁

き）、
§、
ミへ∀
謹
飛

、
ぼ

こ

ミ

孟
ン

肆、一、
°｝°）

　

　
　
（

此

ヴ

ノ

ニ

ム

な

ろ

事
は

同

氏
の

ポ

ス

ト

ス

ク

ーー

ッ

プ

ト

に

あ

り
）

　
悼・

ミ
唱

ミ

§
鼻
蓉
、
塁
・

§
5

崑

舞、
（
日・
ミ
ミ
§
§・
§
儀

ぎ
昆
ミ
盆

髯
降

声）

　
匙 。宇
　
タ
に

ミ

§、
ミ
。「、
き岡・、
書

崔
レ

霹゚

↑・
≧
N、
ミ
ミ
a

罎
p

磊゚
｝

　

　

　
（

此

シ

ノ

ニ

ム

な
ろ

事
も
亦

同
氏
の

ポ

ス

ト

ス

ク

リ

ッ

プ

ト

に

あ

り
）

　
野

　
画

忌
§
ミ

3
誉
『

ミ

毳

§
爭

冨
誇
渚゜
（
ー

♪）阿
ミ
穿
母

ミ
6

ミ

嘗
輯

ぎ
鼠。。
ぎ
§

髯

ζ
尹）

　
駅「

鞫

念
蕁。
蕊

悶

§
ミ

寒
書
甥

→

匪

夛
（
閥〔
ミ

毳
ミ

ミ、へw
ミ
さ
『

摯

曼

寒
ミ

鱒

壽
富
し

　

此

内
第
五

に

は

變
化

多
く
、

余
は
二

十

數
頭
の

標
本
を

所
有
す

る

が

個

體
に

何

れ
も

多
少
の

變
化

あ
り、

殊
に

ゆ

も
ミ
秘

昏

冨

8
屮

の

如

き
は
一

層
の

變
化

を
な

す

も
の

な
り

．

術
同

氏
の

誤
つ

て

同

定
せ

る

種

類
は

左
の

如

し。

　
（

一

）

N
さ
ミ
ミ
象

翁
ミ

註
野

切
国
国

頁・

雲

Q
謁

諺
ー

此

種
の

果
し
て

日

本
に

産
す
る

や

否

や
は

問
題
な

り
、

故
に

曩
に

り

ー

チ

氏
が

兩

度
の

目

録
を
作

成
す

る

時
に

も

此

種
類
を

本
邦

産
と
し
て

舉
げ

居

ら

す
．

ス

タ

ウ

デ
ィ

ン

ガ

ー

氏
が
一

千
九
百
一

年
に

發
表

し
た

る

目

録
に

初
め

て

誉
物

龕
鶏

§
鈍

孱
司
弓

P

を
ア

シ

ミ

リ
ス

の
シ

ノ

ニ

ム

と

し
て

畢

げ
だ

り
。

然
か

も

獪
ほ

ぎ
℃．
（

＜

鶏・
邸）

と

記
入
せ

b
。

其

後
唄

千

九
百

十
二

隼
グ

ル
ユ

ン

ペ

川

グ

氏
は

疑

問
な

し
に
フ

ユ

セ

セ

ン

ス

を
ア

シ

ミ

リ

ス

の

シ

ノ

ニ

ム

と
せ

り
。

　

更

に

其
後
一

千
九

百
十
五

年
故

長
野
菊
次

郎
氏
は

幼
蟲
の

異
な

れ
る

所
よ

り

雨
種
の

全
く

異
な

れ

る

事
を

證
明
せ

り、

然
れ

ど
何

れ
が

果

し
て

ア

シ

ミ

リ

ス

な

り
や
フ

ユ

セ

セ

ン

ス

な

り

や
は

大

に

疑
問
な

b
き

．

余
昨

年
幸

に

英
國
博

物

館
に

到
リ

タ

イ

プ

を
實
見

し
長

野
氏
の
凡

妻
§
敏

蓼

と
せ

る

も
の

は

誤
り

に

し
て

誉
防

§
§
轟

な
る

事
を

確
め

紀

h
、

即

ち
フ

ユ
セ

セ

ン

ス

の

前

翅

翅

端
に

存
す

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
　

ラ

る

黄
紋
は

三

角

形
を

呈
し

翅
の

長
さ

大
な

る

も
の

は

♀
三

七
ミ
、

メ

あ
り
、

而

し
て

同
氏

及
び

丸

毛
氏
の

 

§
題

§
羇

と
せ

る

も
の

は

余
の

§

§
窰
、

電
§
ミ
の

な

る

を
知
る

に

到
れ

b
．

余
は

朝
鮮
水

N 工工
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イ

原
産
の

ア

シ
、．、

リ

ス

と
患
は

る

る

二

頭
の

標

本
を

有
す、

果

し
て

同

種
な

る

や
を

知
る

を
得

す
．

蓋
し
プ

レ

ム

及
び

グ
レ

ー

氏
の

原

記
載
は

餘
り

簡
に

し
て

之
れ

に

よ

b
て

種
を

同
定
す
る

は

困

難
な

れ

ば
な

b
．

本
諦
に

産
す
る

鼈
鼕
 鴇
蒙

屬
に

掛
る

も
の

は

先
づ

左

の

九

種
な

り
．

ρ 鈍 阿 PYA 宀 鈩 鎚 ピ

ツ

マ

キ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

ホ

リ尸
ツ

マ

キ

シ

ヤ

チ

＊

コ

タ

カ

サ

ゴ

ソ

マ

キ

シ

十

チ

ホ

コ

エ

グ

ツ

マ

キ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

コ

少

マ

キ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

テ

ウ

セ

ン

少

マ

キ

シ

ヤ
ヰ・
ホ

ゴ

ツ

マ

ト

ビ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

（

未
だ

同

定
ぜ

す
）

　
　

同

 』、
ミ、
ミ・
蕁

　

徇
丸
毛

義

は

二

百

八

十
五

頁

に

於
て

≦
図・

を

も

 
潮

ミ
龜．
愈

屬
に

隸
せ

し
め

陀

b
。

な
る

誤
b
な

ら
。

蓋
し
此

屬
に

あ
ら

て

は

雄
は

長
き

爾

櫛
歯

猷
の

觸
角
を
有
し
一

目
割

然
せ

る

特
徴
を
有

す

移
ば
な

り
．

　

尤
も

ハ

ン

プ

ソ

ン

氏
は
　
周
窟

毎
戸

酔

Oh

切
匡
け一
゜ 。

げ

巨

澤
山一
欝
一
≦

9
げ
゜。

ど

℃・
戸

ホ

ト
。。
圃

に

♀
と

す
べ

き
に

舎
と

な

し

居
る

爲
め

同

氏
は

之

れ

を

眞
實
雄
な
b
と
思
ひ
陀
る

が

如

し
．

　
（

＝
亮

むq
嘘

ミ
ミ
ミ
噂

ミ
篭
。

駐

罎
♪

霽
〔

尸

o．

駻

碁
○）

は

GQ
鴇

ミ
ミ
毳

篭
き
§
恥

詠

耄
銘
に

家゚

な

う
．

　
（

悼
刈

）

　

專
鼠
§
欝

憲
、

毳
母
び

慧

§

髯

婆゚

（

汀圏

歴

躱
）

 
）

は

t
鴫．
ミ「）
担

§

ミ犀．
象

翼
§
§

ヨ
〉

語」

な
・
9

．

　
（

蕗
）

ン「
魯
き
ミ

ぎ

§
§
驚・、
霧

鉗
篤

ンー｝
ン

F

斜
ρ

一〕鹽

託
ε

は

≧

　

　

　
　

　
’

　
し
奪
叛

ミ
義、、、
韋

訂
口
目

『

　

　

　

東
京、

岐
章

・騨
　

ミ
ミ
ミ

乙、喉
ミ

ミト
奇

嵐
ン

凄’
　

東

京

：

　
　
時、
ぎン
ξ
讐
鼠
叱

呂
許、
屋．
　

東

京
　

播

州

ご

　

鴇
さ

黜

罫
記
p
臣・
　

　

札

幌、

京

都

　
　
ミ

鳶

ミ

客
p
尹

　
　
　
　

東

京・

岐

阜

＝

　幽
　
轟

姦脳
ミ
曳
勢

尉
口
国

匿．
宀

毒

Q
庸

匡
団

　
　
　

男

罫

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

章
藤

　

き
ミ
§
ミ・
言
。

。
ト

『

　
　

朝

鮮

；

　
　囀
詣
ミ
薹

ダ

ε
』
時゚

　

　

臺

灣

ζ

　

、「
毳
管
ミ
ξ
h、
ぎ

ゴ「」
辷
ジ曽，
　

臺

灣

　
　

　

　

」、
§
ミ
曇
　

s
ミ
Ψ
翕
洋

拿

　
　

　

　
　

　

然

れ

ど
之

れ
は

大

著

　

ζ
ミ｝
ミ
暮

藁
昏

璽
＆
冤山’

　
な

り
．

ー「
初

め

て

日

本
に

　
§
ミ
伽へ
毫
簿
＆

　

O

霧
窓
国・

の

産
す

る

事
の

記
載
は
ワ

イ

ル

マ

ン

氏
の

一

千
九
百

十

　

一

年

炉
諺
。・’

巨

ま．

警
ρ

『
。

監゚
唱

』
O
戸

に

發
表
せ

ら
れ

た

る

を

　

以
て

嚆
矢
と

す
．

其
後
グ

川

ユ

ン

ベ

ル

グ

氏
は
ザ

イ

ッ

の

大

蛾
編

　

に

之

れ
を

引

用
し、

其

後
一

千

九
百

十
六

年
に

至
リ

ワ

イ

ル

マ

ン

　

氏
は

己
れ

が

§
こ

§
羹

霞
O

實
穹
国・

と

同
定
せ

し

も
の

は

誤
に

　

し
て

實
は

ミ

ミ

き、
ミ
ミ

ノ
く

き一
ま゚

な
る

事

を

年

き
嚢
男゜
一

鬟

　
（
一

三
ε

に

記
載
せ

b、

今
日

ま
で

余
の

知
る

所
で

は
恥

§
さ

§
塾
諸

　

C
窪」
亀
霽

は

日

本

に

産
せ

す
。

然
し
て

氏
の．
デ

ン

ボ

ー

ス

キ

ー

と

　

稱
す
る

も

の

は
ス

チ

グ

マ

チ

カ

な

り
。

（
　

〔

＄
）

　
宅
忠

ミ
。

き

ミ

乳
器
ミ

§
驚

寒

窰
ヒ冖゚

昏
o°
｝）．

話
ご

は

宅．

…
　

ミ
ぎ
蕊
§

≦
コ・
訓

茗

な

り．
1
鬪

版
第
二

十
二

躙
に

よ

ウ
て

見
る

　
　

に

之

れ
は

明

暸
に
ス

チ

グ
マ

チ

カ

に

あ

ら
す

し
て

ロ

ス

チ
ャ

イ
ル

　

デ

イ

な

り
．

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
啣

　

　

笥
亡

　
卜

愚
ぎ
匙

§
登

ミ
§
器
『
軌

髯
缶
評

（
广
o「

や

置
ご

は

韓
き
−

　

§、
黥
承

爵

ミ・
討

觜
肖
自゚幽

な

り
。

ー
元

飛
グ
レ

セ

リ

ー

の

日

本
に

産
す

　

る

の

記

事
は
一

千
九

百

十
一

年
初
め

て

ワ

イ

ル

マ

ン

域
に

よ
り

て

　

發
表
せ

ら

れ
だ

b
．

然
れ

ど
此
グ
レ

セ

リ

ー

が

果

し
て

日

本
に

産

　

す
る

や

否
や
は

疑
問
な

b、

蓋
し

英
國

博
物
館
に

は

此

標
本
なー
し

，

　

唯
だ
ロ

ス

チ

ヤ

イ

ル

ド

氏
の

博

物
館
に

二

頭
の

雄
を

有

し

之

れ
に

　

窯
9
ミ
§
袰

ミ
§
ミ
藪

O
霧
鬘
臣゚

（

国

慈
屮

ビ

ε，

Oo

日
芍゜
ぴ

9
）

も゚

　

路
悼

（

ピ
H

ご
・
の

學
名
を
附

し
た

り
。

而
し
て

此
ア

ル

ノ

ル

デ
イ

ー

　

は
一

千

九
百

十
一

年
に

發
表
せ

ら

れ

た

る

も

の

に

し
て

余
は

之
れ

　

を
・
く

9
ミ
§
ぎ
艦
跏

ミ
野．

角
ゴ

2
諞

」
＝

弊

鈎
ワ

澱

毒
｝

幹
国“°
頓〔
♂

》
ピ

×°

　
hr

一
¢

Q
ε

と
し
て

既
に
一

千

九
百

九
年
に

發
表
せ

る

も
の

な
れ
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（520）て 就 に科蛾瓧天 の 種新に 竝 丈論の 氏毛 丸

ば

無
訟

繭

プ

リ

オ

ー
・
プ

ー

ト

な
hノ

．

　

叉

氏
の

使

用
せ

る

b
竜
ぎ
匙

§
ミ
“

屬
は

米

國
固

有
の

も
の

に

し

て

之

れ
は

雌

雄
共

絲
状
の

觸
角
を
有

す
る

を
以
て

有
名
な

り
．

雌

雄
絲
状
の

觸
角
を

有
す
ゐ

も
の

は

未

だ
日

本
に

發

見
せ

ら
れ

す
．

　
（

落）

困
）

ミ
愚
ぎ

ミ

簑
§｝

暑
ミ
象

　
り、
歹
＝・

（

11
℃

ミ
§
、

§
。

義
讒

ミ〉
隷

毳

ζ

滝
の．）

此

標
本

を
プ

ル

ミ

グ
ラ

と

し
て

發
表

し
陀

る

も

の

は
り

ー

チ

弐
（

ピ

爵
o

国

ー
男
目

09Noo

ピ

加

oQ
°

ピ
o
づ

角

℃．

O
。。
。。

Po
。

o。

G 。

〉

）

な

り
。

其

後
ス

タ

ウ

デ
ン

ガ

ー

氏

も
ザ

イ

ッ

氏
も

之

れ

を

引
用
し
だ
り

。

余
も
亦
之

れ

を

昆
蟲
總

目

録
に

引
用

し
把
b

。

然

れ

ど

其
後
の

研

究
に
よ

り

て

全
（

別

種
な

る

の

み

な

ら

す
別

屬
な

る

を
知
る

に

到
り、

之

れ
は

翫
に

本

誌
に

發

表
し

置
き
惣

う
．

　

樹
同
氏
は

其

論
交
の

劈
頭
に

勺

ミ
爵

簿
§
諱
象

e

母
睾
bご

暮
プ・

を

天

瓧
蛾
科
よ

り

夜
蛾
科
に

移
せ

る

が

氏
は

此

標

本
を

有
し
て

の

結

果
な

る

や
若

し

標
本
な

し
に

之

れ

を
夜

蛾
科
に

移
せ

る

も

の

と
せ

ば

頗
る

不

謹
愼
と

日

は
ざ
る

べ

か

ら

す
。

余
は

英
國
の

博
物
館
に

て

三

頭、

ロ

ス

チ

マ

イ

拷

ド

氏
の

博
物

館
に

て

二

頭
の

雄
を

實
見

し
陀

り、

頗

る

稀
な

る

も
の

と
見
へ

余
は

未

だ
此

標

本
を

捕
獲
せ

す、
一

見
眠

隱
ぎ
匙

き

ぎ

毛
客

に

似
た

り、

又

同

氏
は

要
ミ
ミ

ミ

ぎ

、

§
ぎ
§
ミ
醐

と

Q
魁

§
貼「
ミ
鼕
急

§

烹
象

の

爾

種
を

夜
蛾

科
に

移
す

べ

き

も
の

と
せ

り．

然

れ

ど
之
れ

は

氏
の

發
見

に

非
索

し

て

既
に

二

十
』
牛
（

千
九

百
一
』
牛
）

前
に

ス

タ

ウ

デ
ン

ガ

ー

氏
は
之

れ
を
轟
貝

蛾

科
（

（

望
ヨ
げ

建

弖

に

屬
せ

し
め

余
も
亦
十
六

年

前
之

れ
を

引
用

し

て

發
表

し
泥
り

．

而
し

て

其
後
ハ

ン

プ

ソ

ン

氏
は

實
蛾
科

を

夜
蛾

科
に

合
同
せ

し

め、

ワ

ー

レ

ン

氏

も
亦

之
れ

を

引
用
し
て

十

年
前

既
に

ザ
イ

ツ

の

大
蛾

編
に

發
表
し
て

居
る
．

レ

　
術

氏
は

米
國

國
有
の

」

§
ミ．
ミ
ミ

§
§
象

（

ご
畷

≧
乞

矚
に

H
本
産

の

五

種
の

天

甦

蛾
を

編
入

せ

し
め

た

b
．

邸

ち
左

の

如

し。

戸bひ鹽Qo’夢．U°

』

智

ミ

ミ
零

§甲、〕、
冀
ミ
嵩
象

ミ

岩
陣

尹
到

辷
恥

き
ミ
賽

奪、
蟄

恥

ミ
§

ミ
象

切

コ・
梦

　
　
＝

　

　

　

、
ミ
ミ

蜜
跨

費
剃

宅
8へ
穿
弋

§
ミ軸
言

ミ
こ
9

日
邑

霧
＝、

　
　
＝

　
　
　

罵
會丶
§岡、
§
冒

ジ
国゚

“

箏
冬
ミ

§
昏
リヨ
ミ園
o

譯軸
ミ

窯
菌
呂

峯

　
　
＝

　

　

　

塁
置
ミ
§
爭

髯
b
両

田
U〜
耄
象
兮

き
¢

ミ
詑

ミ
ミ

≦
目
霧
『・

　
　
＝

　

　

　
岑

盈
愚
誉゚。賄
旨
言

鬢
H

詈
零畠
11
審
蕊
§
ミ

豊
ミ、
つ

費
幇

着

登

揖
き
国

濁・

　
余
は

此

内
初
め

の

四

種
を

所
有
す

る

が

最

後
の

 
は

未
だ

捕
獲

せ

す．

氏

は
此

れ

を

隷
§
、

ミ
8
§

薹
9

に

編
入

せ

る

以
上

は

定
め

t
所
有

す
る

も
の

な

る

ぺ

し
．

多
く
は

圖

版
を

擧
げ
あ
る

に

係
は

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
ら

ら
す

此

内
の

 
と
 
に

は

何
等
の

記

載
な

き

は

甚
だ

遺
械
な

り．

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　■

U
イ

舞

の

琶

暮
oBQ

｝
o
」q3

箪

咳
 

課
H

〈°

歹
ω
恥

二
つ。
Φ
こ。

）

に

掲

げ
陀

る

さ
。

蔓

き

§
§

恥

ミ

屬
の

記

載
を

見
る

に

丸
毛
氏

の

今
回
與
へ

控

る

説

明
と
大
に

異
な
る

を
見
る

．

即
ち
マ

ク

川

ロ

カ

ン

パ

屬
の

丸

毛

氏
の

記
載

と

異
な

れ

る

重

要
な

る

特
徴
は

觸
角
は

櫛
齒
耿
な

れ

ど
も

末
端
に

逹
せ

す、

前

翅
の

第
五

脈
は

横
賑
の

中
央
以
上

よ

り

起
り、

第
十

脈
は

第
七
脈

の

前
方

よ
り

禺
づ
」

後
翅
の

第
三

及
ひ

第
四

脈
は
一

點
よ

り
起

れ

る

に

あ

り。

同

氏
の

マ

ク

ル

ロ

カ

ン

パ

屬
に

編
入
せ

る

蛾
に

し
て

後
翅

第
三

及
び

第
四

賑
の

一

鮎
よ

り

出

つ

る

も
の

は
・。

避
ミ

ミ
黛

の
一

種
あ

る

の

み．

然
れ

ど
之

れ

は

雌
雄

共

に

鋸
齒
朕
の

觸
角
を

有
す
る

を

以
て

容
易
に

本
屬

を

分
別

し
得

べ

し
．

　

徇

余
が

最
近

新
日

本
千
蟲

圖

解
第
四

卷
に

發
表
し
て

以
來
新
に

發
見
せ

る

六

新
種
二

新
變
種
三

新

屬
及
び

日

本
に

未

だ

知

ら
れ

ざ

る

四

種
の

天

瓧
蛾

あ

れ
ば

此

機

會
を

利

用
し
て

發
表

す
べ

し
。

峯
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動物學雜誌第十四卷（52・1）

一
、

オ

ホ

ネ

グ
ロ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

　

　

　

亀帽
〜 
ミ
9

ミ
8
き

量
ぎ、
髢

ミ
〔

芝
ト

に
岩
し

　
之

れ
は

初
め
ワ

イ
財

マ

ソ

氏
に

ょ

り
丶ー
ド

ミ
ミ
爵

麗
と

し
て

發
表
ぜ

ら
れ

た

う

が

其

鋭

グ

〃

ソ

ベ

〃

グ

晩

拭

丶V
こ、
ミ

§
｝

霎
鄭

ミ

斗
（
オ
嬬
羇】”°

こ

し
て

ザ

イ

ツ

大
蛾

編
に

發
表
ぜ

り
o

丸
毛

鵜

は

ミ
臼

ミ．
ミ

ぎ
ミ、
ミ宀

鷹
に

隷
ぜ

し

め

し

こ

と

に
前

述
の

如
し
。

余

候

最
近

新

千
蟲

圖
解

第
四

卷
に

　

ミ
ζ
ミ．
評

膈
な

用
ひ

れ

り、

然
ろ

に

今

親
し

く
之

れ

な

研

究

ぜ

ゐ

結

果
何
れ

も

之

れ
を

隷
ぜ

し

む
べ

き

屬
に

あ

ら
オ
し

て

新

囑
な

る

を

知
る

に

至

り

宝

れ
ば

今
爰
に

其

特
徴
な

記

す
“

へ

し
，

　
鵠

§、
ミ
§
費

ヨ
ン

語

8凪
9
夢
目・
匹．
…
窄
ミ

ミ
ミ

団
日

詈ロ・
に

似
た

れ
ど
も

其

異

起

る

所

は
左

の

如
し
．

　

觸

角
は
長

き

櫛
歯
歌
な

呈

し、

末
端
り

約
＋
二

節
は

鋸

歯
状
を

呈
寸
（

雌
に

て

に

絲

駿

に

し

て

フ

エ

ソ

ト

ニ

ア

屬
の

觸

角
に

異
な

ら

す
）、

前
翅

は

廣
ーー
フ

エ

〆

ト

ニ

ア

屬
の

如

く
小

室
な

有
ぜ

す
（

ハ

ソ

プ

ソ

ソ

氏

印

度
蛾
類
に

ほ

小

室

を

欠
く

と

記

ぜ

ど

も

其
タ

イ

ブ

の

O
ミ
ミ・
ぞ

罰

竇
豪．

に

に
明

繚
な
る

長

き
小

室

な

有
す
）、

後
翅
に

慶
く、

第
三

及

び

第
四

脈｝
μ

料
近
接
で
、

雄
り

腹
部

拭

圓

柱
形

に

し

て

フ

エ

ソ

ト

ニ

ア

馬
り

如

く

鬪

錐

形
奄

呈

ぜ
出
ダ、
　
此

屬
の

タ

イ

プ
リ
μ

丶ーペ
舘、
こ

ミ
こ

　
ミ丶
き
こ

ミn．
轟

／

ζ
＝

旨
り

け

陸
、
ご．
ミ
ミ
こ、
ミ

へ・、气、慝
ミ〜
ミ

爭

覧
ジ」w．
な
ーー・
。

二
、

タ

ウ

セ

ン

シ

モ

プ

リ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

　

　

　

　
◎、ヘ
ミ
N

こ

ミ〜
ミ
丶

ミ・
、 ．
＄

⇔

ミ
袰
ミ
き

≧
〉、
ト

葦
蓉戸
二｛
ア

F
 

亨

　
♀
、

前

翹
に
茯
白
「

啼
緑

鱗
を

散
在

し、

縱
脉

ほ
暗

線
寡

り
。

中

室

の

中

央
に

白

色
の

長
楕
圓
紋

あ

り

て

其

周

圍
暗
線

、

何
其

直
下

に

も

同
樣
の
一

紋
あ

り

て

之
れ

ば

中

脈
に

相
接
す
、

中

央

に

暗
繰．

之

れ
匚

茨

白
渡

歌
の

中
横
線冖
及

び

後
横
線
存

横
走

し
「

之

れ

は

稍
々

外
縁
に

亭

行
す、

亜

外
縁
線

に
黒

色
に

し
て

細
く、
第
二

及

び

第
三

眠
の

處
に

て

犬

牙
歌
な

電
し

て

外
方
に

突
出
し、

前

縁
の

外

孚

は

暗
線
に

し

て

之
れ

に

黄
白
の

鮎

紋

な

列
抑
、

縁
毛

は

暗
色、

脹
の

絡
止

す

ろ

處
に

黄
白
の

點
紋

奄

有

す
、

後

翅
は
友

褐、
前

絵
に

二

畦
色凸
朕

な
具
へ

外
側…
紋
よ

り
に

鋼

然
ぜ

ざ

る
→

帶
を

内
也

称

「，
向
つ

イ、
卅
懐

走

寸
、

翅

端

に
友

白、

外
縁
稼

に

暗
色．

縁

毛

に

叛
自、

之

れ

に

少
し

く
黒
毛

葎

混

す、

裏
画

は

前

翅
暗
色、

縁
毛

は

少
し

く

濃
色
に

し
て

諏
の

終
止

す

る

處
に

黄
白

紋
な

有
で

る

事
表

翅
の

如
し
、

後
翅

拭
灰
白、

觸
角

は
白

色、

櫛

齒
は
淡
黄

褐、

鬚
11
黄
褐、
下
面

ロ

友

白、

頭

及

び
頸

に

友
白、

譲

の

下

方
拭
黒

色、

胸

背
に
茨

白

な

起

ど

も

黒

毛

を

混
す、

腹

部

試
茨

黄、

尾

端
二

黒

毛

存

混
じ、

第
一

節
二

は

暗
色
の

6
塊
な

具
ふ
、

開

張

五

＋

五

ミ
・

メ
、

體

長
二

十
ミ
・
メ
、

之
れ

に
七

月

五

目
朝
鮮

水
原
に’
」

岡

本
博
士

の

捕
獲
ぜ

る

も
り

な
う

が

稀
な

る

が

如
し
、

余
拭
一

頭
の

雌
の

逡
附
た

受
け

六
『
、

之
れ

ば

◎
・・
ミ
こ

§
曼

呂
》

」・
7

〔

淺
閻

山

産
）

の

雌
に

酷

似
ぜ一
り・

然

れ
ど

前

者
の

翅
に

幅
廣
く

亞

外
縁
線

の

笙

二

及

び

第
三

脈
の

犬

牙

欺
な

な

ぜ

う

に

反

し

鋒

盾
に
全

脈
の

處
に

て

犬
牙

駿

を

な

ぜ

り「．三
、

ア

ヲ

モ

ン

シ

ヤ

チ

ホ

コ

　

　

　

　
心

鼕・
ミヘ
ミ
§
愚
、｝・
養

皀

蓐〜
鰍

ミ

§
ミ
寒

冒

餮
呑
羅

ヨρ・
＝
ピ

ω

喝・

　
♀
・

前
翅

に

n
色、

黒

鱗
葎

散
左
マ、
 

翅

端
、

後

縁
孜

び

前

縁
の

外
孚
に

あ
る

大

紋

は

暗
線・

横
線

技

判

然

ぜ

ざ

汽

ど
も

翅

底
線
、

前
横
線、

後

繊
線

に

黒
色

に

し

て

唯
だ

縁
モ

上

に

於

て

鋼

然
し、

前
縁
の

暗
豫
紋
上

二

あ
る

外

横
艱

は

渡

妝
セ

な
し、

殊・
」

第

七

版

上

に

あ

る

も

り

に

犬
牙
状

な

な

す
、

亜

外

縁
線

ば

顳
く

黒

色、

波
肌
か

呈
す
、

外

縁

穣
夊

び
縁
毛

は、
暗
色、

瓶
の

終
點
に

茨
白

毛

を

列
澱、

後
翹

は

暗
茨

色、

前

縁
は

白

色

外
縁

に

近

く
暗

色
の
→
紋

あ

り
イ

、

之

れ
虞

リ

内

縁
に

向
つ

て

鋼

然
ぜ

ざ
ろ
一

帶
を

横

亠
定
で
、

外
縁
線

口

暗
色、

緜
毛

に
茨

色、

晴

色
毛

を

混

で、

裏
面
、

前

翅
は

暗
色、

縁

毛

拭

濃
色、

之

れ
に

費
白

紋

な

列
刄
、

後
翅
貳

炭
色、

外
縁
糠

ば

陪
色、

觸

角
の

櫛
霞

は
他

り

同

屬
種
の

も
の・
よ
ギ・
も

長
し、

鬚
は

淡
褐、

下

而

ば

履
白
、

頭
及

ひ

頸

に
白

色、

頚
の

雨

讎
及

び

下

方
は

淡
報、

洶
背
及

び

腰

部
は
茨

褐、

曠

締

拭

他
の

同

島
種、。
り

比

較
的

長

し、

開

張
六

十

六

ミ・
メ
、

鵲
長
二

＋

七

ミ
・
メ
、

之

れ
は

余
の

採
集
家
の
一

昨
年

七

月

臺

灣
垢
里引
麗

に
イ、
採

集
ぜ

う

も
の

起
う

が

余
江

唯
だ
一

頭
の

雌
な

所
有
マ
、

珍

種

証

り
、
一

見
斑
絃
の

具

合
よ

り
見
れ

ば
」
ざ
ミ

寒、

屬
に

隷
す

る

も
の

ζ

如
し。

四
、

タ

ウ
セ

ン

ネ

ジ

ロ

シ

ヤ

チ

ホ

コ 、

　

　

　

　

ミ
ミ
盛
惹

ぎ

s
蕘
§
ミ

言
’

蟇月
ぎ
ヨ
穿
回〕．
。。

唱，

　
♀
、
乢
剛紺
翅

は

暗
茨
色、
加
翅

底
に
自卩
色、

之
れ
r

に

里…
黠

葎
具
へ

、
副
翅

底
線
け
D

黒…
色、
鈍　

中
央

よ

り
中

肱
に

竿
行
ぜ

る
一

黒
稼

な

跡
方

に

逞
り、

更
に

其
外
側

に
一
双

の

黒
前

瑛

穣
め

り
て
−

之
れ

ぼ

第
一

脈

の

處
に

て
「

く
」

字

形
な

呈

し

其
問

室
は

白

色
な
り
、

横
臓

紋
に

黒

色
に

し

て

判
然

し
・

其
外
方
に

楕
圓
形

の

友

白
紋

あ

り

て

其

険

界
ほ
飴
り

判
然

ぜ

で、

外

縁
線
に

黒

色
波

歌
に

し

て、

脈
の

處
に

て

遮

臨
ぜ

ら
る、

縁
毛

11
茨

白、

暗

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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色
毎

な
混

す
、

後

翅
は
叛

色、

前

縁
及

び
外

縁
口
少

し

く

陪
色
な

帯
ぶ、

外

縁
線
は

暗

色
波

歌
に

し

て

縁
毛

は

茯
白、

裏
耐、

前

翅
は

陪
色、

後

翅
伎
蕨

窘、

中

央
に

暗
色

帶

な

具
へ

、

之

れ
よ

り

内

部
り

前

縁
ほ

暗
色
た

呈
寸、

頭

胸
は

茨
白、

之

れ
に

少
し
く

黒

毛

な

混

じ、

殊
に

肩
板
毛

の

末
端
は

黒
色．

腹
部
及

び
下

面

は

灰
白
、

前

腫
及

び
前

胸

面

に

暗爿
色
毛

な
具
ふ
、

蹴

囲

張
三

十
四［
ミ・
メ
、

盟

長
「
六

ミ

・
メ
、

一
頭

の

雌
な

朝
謎「
水
原

に・
て

捕
獲
ゼ

り
、

珍

種
な

る

が

如
し
。

五、

タ

イ

ワ

ン

ホ

ソ

バ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

　

　
　

　
鴬
§
咋

§
昏

ミ
§
ミ
寒
縣

象

ジ

謬
塁
d

蹇
三
ン

＝°

超∀鹽

　
之
れ

は

鋭

O

遷
臆
ミ

毛
寓幽
に

酷

獗

ず

れ

ど
も

其

異
な

ろ

所

に

左

の

如

し
。

　

舎、

前

翅
の

墓

部
三

分
の
一

11
暗
色、

前

横
綟

は
細

く

暗
色
に

し

て

翅
端
の

曙
色

部

と

の

聞

室
は
茨
白
、

共

外
側

の
一
圓

は
茨
自
、

横
厮

上

り

友

舊
紋

ほ

大・

後
横
線

の

外

側

1／
白

色
な
呈

し
、

之

れ
よ

り

外
側

の

縱
脹、
μ

チ

シ

ペ

ー
テ

の

如
く

黒
色
か

呈

ば

す、

外

縁
稼

は
黒
色
に

し
て

波
飛

を

呈

し、

各
室
の

處
に

て

少

し

く

刳
ら・
る
、

縁
毛

に

友
白
、

厥
の

終
點
に

黒

毛

あ

り
、

後

翅
ー1
茨
白、

内
縁

角
及

び

各
朕
の

終
黜
に

黒

毛

あ

り。

　

裏
面、

前
翅
巾

央
に

あ

る

淡

色
帶
試

チ

シ

ペ

ー
テ

よ

り

も

遙
に

廣
く
且

つ

鋼
然
し、

豫
毛

は
茨

色、

脈
の

絡
止

す

る

所
に

黒
毛

を

有
寸
、

後

翹
ほ

朕

共

に

白

色−

脈
の

絡

點

に

暗
色
毛

あ
り
、

頭
胸
及

び

腹

部

は
一
展一
淡

色
に

し擢−
」

腹

部
ば

長
し
、

…

囲

張

五

十

マ・、
・

メ
、

體

長
二

十

三

ミ
・
メ
、

之
れ

ほ

高

椋

悌
吉

氏
の

臺
灣
埔

里

杜

に

て

捕
獲
せ

る

も
の

な

る

が
余

11
一

頭
の

雄
の

遑

附

な

受
け
六

り
。

六、

シ

ロ

一
7
ン

シ

ヤ

チ

ホ

コ

驫
翼

種

　

孚
ミ
§
ミ

ミ
瀏
蠱
ミ
群
ミ
同

酵一
ま．
》

駄

毳

§
§

冨

嵩
ω

9

　
髯
O
；
b5

°
＜
魯

ぴ

　
原
種
と

異
亢

る

所

ー／

前

翅
に
晴

色
に

し

て

中

脹
の

下
方
に

あ
る

第
一

釜
の

白

救
な

欠

キ、、

横

脹
外
の

白

紋

に
小、

前

演

穆
μ

黒
色
に

し

て

夏
よ

く

來

リ

第
一

脹
に

逹

支

中
横
線

の

外

側
に

太
玉
こ

黒

帶
あ
日

て
、

之

れ

は
後

縁
に

て

廣
ま

る
、

白

色
な
ろ

亜

外

縁

穣
り

前

縁
に

近
き

も

の
．

μ

原
種
の

如

く

高
き
犬

牙

敗
存

呈
ぜ

で、

縁
毛
’
μ

暗
色、

後

翅

、
」

階

色、

線
毛

茨

黄、

裏
両、

前
邂

に

暗

色、

亜

外
縁
線

ロ

茨
黄・

後
越

く

黄
白・

中

央

帶
は

陪
色
に

し

て

内

縁
に

逹
で
、

夫
れ

よ

り
前

祿

の

内
側
も

暗
色・

腹

部
は

暗
色・

｝｝｝

之
れ

は
大

正

十

年
九

月
一

日
札

幌
に

て

捕
獲
ゼ

る

も

の

電

り、

の

な
ろ

や

も
知

れ

す
。

或
は

別
種

と
す。
へ

き
も

七、

シ

マ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

　

　

　
　

趨

弩
織

§
ミ
N

旨
§
ミ
○

国
糞
日

巨

是
れ

は
從

來

丶

ヤ

ミ
ミ

§、・・

屬
に

隷
せ

し

め

あ

り

れ

ろ

所、

全

く

新

羇
な

れ
ば

爰
に

認

載
す
べ

し
、

　
 

せ
。

き
ミ
黛

冒
説、
房

9
凌
鶉

臣

p
σ身．
ー
ヒ

こ
§

§凡
a

屬
と

異
な
る

所
は
左

の

如
し、

　
（

♀
）

（

舎
）

共
に
伺
琶
怺

の

櫛

齒
歌
の

觸
角凵
か
目
艸

へ

櫛蝋
鬮博
μ車
不

端
に

到
る
「四
隨
ひ

衣

第
に

短

小

し

終
り

の

約
九

節
は
鋸

齒
歌
な

呈

す
、

ド

リ

毛

ニ

ア

屬
に

て

は

雌
は

絲
默
を

呈

し

雄
に

て

は

末
端

迄
櫛

齒
歌
か

呈
で
、

複
眼
に

拭（
♀

×

（

舎
）

細

毛
な

生

す、

鬚
ほ

短

く

し
て

頭

頂

に

逹
ぜ

ヂ、

此

屬
の

タ

イ

ブ

ほ

ミ
ミ
ミ

ミ
登

ミ

ミ
黛

器

O
露
露
罫

な
り

。

八、

テ

ウ

セ

ン

フ

タ

ジ

マ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

　

　

　

　
≧

さ

ミ
ミ
き

§
嚢

s
ミ

§
§
7
『

滝
。。

d
竃

三
＄
づ9

馨゚

　
堵？
野
寒ト
『

三“
幺「°
に

酢
似
す

れ
ど

も
其
異

な

る

所
ー1
左

の

如
し

。

　
晶

別

翅

ほ

茯

色
に

し

、
少
し

く

紫

色
な

椦一
ひ、

翹

底
に

N
字

形
り

黒

紋

な
具
へ

、

之

れ

は

雌
に

て

ほ
短

か

し、

其

直
上

に

黒
稼

あ

り

て

之
れ

は

翅
底
の

前
縁

よ

り

斜
走

し

て

前

撰
線

に

逹
マ
、

後

横
線
に

弓
形
な

な

し

第．
一
脈
の

斯

に

て

少

し

く

内
方
に

曲

ろ・

外

縁

線

ぽ

波

歌

な

呈画
3
れ

ど
も
デ

リ

ア

の

如

く

高

き
波

飛
な
呈

せ

す、

裏
面

に

は
デ

リ

ア

の

如
き

暗
色

帶
た
缺
く
、

頸
の

後

縁
及

び
肩

板
の

→
縱

條
は

黒
色、
開

張
（

舎
）

四

十
ミ
・
メ
、

（

♀

西
＋

四
ミ
・
メ
、

此

雄
は

朝
鮮

釋
王

子

に

て
八

月
＋

日

長
谷

州

氏

に

よ

リ、

雌
11
水

原
に

て

九

月

五

日

岡

本

博
士

に

よ

リ

捕

獲
ゼ

ら
れ
六

リ。

九、

ナ
ウ

セ

ン

シ

ヤ

チ

ホ

コ

　

嵐へ
肇

蛍
ミ
篝
象

o（v
｝ ．
、

§
§
7
ジ
弓
こ。

厂
憙
冖「」
鼻
」

r

老゚

　

星

ミ
ミ、
ミ

5、
ヨ
毫’
に

似
れ

ど

も
其
異

な

る

所

に
左

の

如
し
。

前

翅ー
ト

蓉
フ

チ

ビ

ソ

タ

の

如
く

赤
褐

を

呈

マ

る

の

部
分
な

欠
き・

翅

底
の

三

分
の
一

減

暗

色
存

呈

し

中
賑

下
の

翅
底

俵
少

し

く

淡

黄
褐、

其
外
側

に

弓

壯

の
一

黒

線

あ
り

て

之

れ．
匡

第
一

室
り

褶
線
上

な

走
り

て

莇

籏
繊

り

突
撮

部
の

娯

角
に

逹、r・
、

其

内
方
に”
μ

之

れ
と

卆

行
ぜ

ろ

短

き

暗
色

線
あ

り
、

横
脹
紋
口

黒
色、

友
白
環

な

有

す
、

外
縁
線

ほ

・

弘
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←

ず

茨

白

な

れ

ど
も

餘
り

判
然
ぜ

す
、

ラ

チ

ビ

ツ

タ

に

て

ほ
赤
褐

な

呈

て

開
張
五

＋

四
ミ

゜

メ
、

體
長

二

＋

三

三
メ
、

之

れ
に

四
月
三

＋

日

朝
鮮

水
原

に

て

萄

本
博
士

の

探
集
ぜ

る

も
の

な
司．
、

余
は
一

頭
の

雄

畆

所
有
す

。

輔

O、

ウ

ス

グ

ロ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

鰭
聾

種

画
ミ、

ミ
。

§
ミ
＆

、

§
。

鑿
レ

慶
」

旨
庫
q
菊

冫

籌
き〜
ミ
ミ

冒
」
ピ

霙゚

峯’
＜
麟

ド

原

種
と

異
な
る

所

拭
左

の

如
し。

　
前
翅

の

基
部
に

黄
褐

部
葎

缺

き、

後
横
線
の

大

牙

歌
突

起
口

底
く、

其

外
側
に

褐
色

部
か

缺

く、

頸
は

頭
と

同

色
に

し
て

頃

種
の

如

く
灰

肖
を

呈
ぜ

す、

之
れ

ぽ

當
教
室

助

手
澁

谷

甚
七

氏
の・
樺
太

大

泊
に

て

探

集
ぜ

る

も
の

に

し

て

余

伎
三

頭
の

雄

彪
藏
す

。

一

一
、

ナ

カ

ボ

シ

ネ

グ
ロ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

　

　

　

箋
ミ
§

ミ
§

ミ
ぎ

ミ
舞・
つ

劉
房

し．

　

　

　

、

之

れ

は
、
ミ
嚢
ミ
・

｝．・、
に

屬
す

る

も

∵・
し

て

發
表

し
れ
れ

ど
も

寧
ろ

 
ミ
ミ、
ミ
・・隔、

に

近

き
も
の

に

し

て

新

屬
と

で

べ

き
毛

の

な

れ
ば

今
其

特

微
な

記

載
イ・
べ

し
。

善
ミ、
ミ

ミ

ニ
融．】、
三
こ

と

異
な
る

所
ば

前

翅
懐
細

長
に

し

て

第
＋

脈
と

第
六

版
ぽ

合
し

て

小

室
を

構
成
し
、

第
六

脈

は

申

室
の

前

角
よ

り

出

で、

後
翅
01’
第
六

及

び

第
七

脹
は

短

柄

旭
有

す
う

に

あ

り
、

又

さ

ミ
§・．

ぎ
鬚

弖
よ．・
壽
ミ
ミ

ミ
ω・
窓μ
む

と

異
電

る

…

…

適

所
匠

觸
角、

櫛
齒
の

稍
々

宇

以

上

に

逹
す

れ

ど
も
七

皮

レ

シ

ユ

ラ

屬
に

あ

嘩

て

に

稍
末

端
に

逹
し、
第
六

脹
口

小

室
の

中
央

よ

り
出

づ、
此

屬
の

タ

イ

ブ

凄
ミ
ミ

ミ
塁

斗
養

＆
臓

詮

ミ・

門
定
こ
競

寓
ン、
p

炉

　［
民

。

。

ピ

嵐
笋

叩

已

爵
曳

o、
く
oH

客
姥

賭

昌

窄

ぎ
。。

管

露
O）一

な

リ。

　

尚
此

他

從
來
日

本

領
土

産
と
し

て

知
れ

ざ
り

し

も
の

は

左
の

四

種
な

b．

　
一
、

ン

マ

ト

ビ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

　

　

　

　

丶丶
ミ
富
、

蕁

養
ミ、、（い
ミ，
ウ
HCO

雲

　

　

　

朝
鮮

　】
て

テ

ウ

セ

ソ

ツ

マ

ア

カ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

　

蔑
瓮
隆
N

£
斗
爭

噌

ミ
『
9

臨
月［
ピ、
彰゚

　

　

　

朝
鮮

　「
二

、

ホ

ソ

す

ピ

シ

ヤ

チ

潔

コ

　

　

　

　

 
潮

§
ミ．
O
匙
O

ぎ

ミ
ゆ

O
起

辱、
ミ
筆
ミ

O
膨

匡

冨
目
｝

『

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

朝
鮮

　

四、

タ

イ

ワ

ソ

フ

サ

チ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

　

　

 
震

匙［
寓
塾

自
O

Ψ
匙

鉱

毒
旨鹽
（
唾

助

胃

＝
O
憶』
箏

　

　

　
叨

萎

毫
｝國゚
）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

豪

灣

　
（

】
ノ
ー1
朝
鮮

水
原

に

て

岡

本
博
士

の

抽

獲
ぜ

る

も
の

な

る

が

余
は
三

頭

の

標

本
祉

所

有
す

。

　
（

二
〕
も

亦

水
原

産

に

し

て

余

に一
一
頭

の
（
♀

X
な）
な

藏
で
o

　（
三
）

4、
同

じ
〜、

水
櫨

産
り

撰

牢
な

る

が

雌
の

標
本
一

頭
な

有
で・
る

に

過
ぎ
ユ
ゾ、
常馬
め

て

稀

な

ら．
ん

o

（
四
）

は
臺

灣

埔
里

秕
二

て

撮

集
家
の

採

集
ぜ

う

も
の

な

リ
。

　

余
ほ

唯

だ
冖

頭
の

雌［
径

有

す

る

が

伯
林

昆
蟲

博
物
鈷
に

て

ザ

ウ

タ

i
氏

採

集
〇

三

頭

の

標
本

又

英

國
博
物

舘
に

て

コ

ノ「
〃

マ

ソ

氏
の・
棉
休

集
ぜ

ろ一．
珮
撒

の

趨甲
本
な

見占
匹

“
ノ

。

　

後
∂

標

本
に
瞭
ス

』V・
耽

籍｝』
ミ
匙【い

望
く

三
＝尋

の

學

名
か

附
せ

ど

も
伯

林
の

も

の

ほ

シ

ノ

プ

ラ

な

其
シ

ノ

ニ

ム

と

ぜ

01
も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

完
結
）

｝

ア

ヲ

マ

ヅ

ム

シ

寒
§
霎
ミ

ミ
（

§

ミ
ミ
鴨

ミ
ミ
晦

）

ミ
ミ

ミ
ミ

湯

窰
〉

葺

の

飼
育

　

　

　

　

　

　

　

　
（
大
正

十
一
年
二

月

六

弩

受
領
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

岡

　

崎

　

常

　

　

本
篇

は
飯
島

博
士

詛

念
號

に

於

て

詑

蓮

し
r
る
「

直
翅

類
の

休
食

欺
態
に

就
い

て
」

　

の

參

考
論
交
と

し

て

竭
載

し

れ

も
の

で

あ

ろ
。

彼

是
謬

照

ぜ

ら

れ
ん

事
な

希
望
寸

る．、

　

余
は
大

正
五

年
以
來
ア

ヲ

マ

ソ

ム

シ

に

就
い

て

多

少
の

注
意
を

拂
ひ

毎
年

飼
育
し
て

其
の

生
態
的
方

面

を
觀
察
し
て

居
る

が、

今

｝

太

郎

こ

よ

に

は

大

正

九

年
に

於
て

試
み

だ
る
一

個

體
の

幼
蟲
よ

う

成

蟲

と

な

b
邃
に

死
に

至

る

ま
で

の

繼
績
的

觀
察
を

逋
べ

て

大

方

諸
賢

の

高
教

を
仰

ぎ
控

い

と
思
ふ

．

　
飼
育
々

始
あ

六
の

に
九

年
五

君

廿

三

日

に

て

當
時

蟲

體
の

長
さ

約
六

ミ

”
、

　
觸

角
の
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